





















































































































































１９９０年 １９９５年 ２０００年 ２００５年
消費総量 ９８７０３ １３１１７６ １３８５５３ ２２３３１９
農林業 ４.９ ４.２ ４.４ ３.６
工業 ６８.５ ７３.３ ６８.８ ７０.８
建築業 １.２ １ １.１ １.５
交通・通信 ４.６ ４.５ ７.６ ７.５
卸売・小売・飲食 １.３ １.５ ２.２ ２.３
その他 ３.５ ３.４ ４.４ ３.９






































































































































































































































１ 農業 １０ 金属製品業
２ 採掘業 １１ 機械工業
３ 食品製造業 １２ 建設業
４ 裁縫及び皮革製品業 １３ 貨物郵送・郵便通信業
５ その他製造業 １４ 商業・飲食業
６ 電力及びスチーム、熱湯の生産・供給 １５ 不動産業
７ 石油加工業及びコークス生産、石炭ガス １６ 金融保険業
































































































































































 ２）OECD ／ IEA 編　経済産業省等訳　『２０２０年世界のエネルギー展望２０００』　経済産業調査会、
２０７頁、２００１年。
 ３） ２００６年の中国 GDP は、１０.７％に達した。２０１０年、２０２０年の中国 GDP は、IEA の想定値を上回
る可能性が高い。
 ４）例えば、粗鋼生産のエネルギー消費原単位の場合、同じ重量単位で測られているからである。
また、粗鋼の品質が向上しても、原単位が付加価値で測られたほど劇的に変化しないのが特徴
である。
 ５）例えば、輸送部門では自動車の燃費を比較する。
 ６）エネルギーロスの国際比較を考察したところ、『エネルギー白書２００５』p２３３「表２２１－２－１主要
国のエネルギーフロー比較」の中に日本の精製用原油の数字をミスした。
 ７）残りの８％を占めるその他の電力効率をどのように推計するかは議論のあるところである。本稿
では、一律に火力発電と同じ省エネルギー潜在力を仮定する。
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 ８）火力発電所熱効率が３４.６％から４１.１％へと向上することは、単位あたりの電力需要に対して必要と
するエネルギー消費量は１／０.３４６から１／０.４１１へと減少することであり、比率に換算する１６％で
ある。
 ９）例えば、大慶油田の含水率は、１９９０年代半ばに８０％であり、２００２年に８９％であった。
１０） ２００７年５月に中国石油（CNPC）は渤海湾で新たな冀東南堡油田を発見した。南堡油田は可採埋
蔵量が１０億トンに上ると見られており、中国石油は２０２０年の生産量１,０００万トンの生産量を目指
している。冀東南堡油田の発見により、中国が石油純輸入国のポジションを脱却することはでき
ないが、同油田の開発が順調に進めば、中国の石油自給率低下の勢いを減速することが可能とな
る。
１１）中国石油（CNPC）、中国石化（SINOPEC）、中国海洋（CNOOC）を指す。
１２）原油価格の代表的な指標にはこのWTI のほか、欧州産の北海ブレンド、中東産のドバイがあり、
これらが世界の３大原油指標と言われている。原油は消費地に対応し、北米市場、欧州市場及
びアジア市場の三大市場が形成されている。指標価格となる原油（マーカー原油）も市場に存
在し、先物市場において活発に取引が行われている。特に、ニューヨーク商業取引所（NYMEX）
のWTI 原油は、商品先物取引の中で最大の出来高を有し、北米市場のベンチマークとして機能
するほか、世界の原油価格にも大きな影響を与えている。WTI 原油先物は、取引量と市場参加
者が圧倒的に多く、市場の流動性などが高いため、原油価格の指標にとどまらず、世界経済の
動向を占う重要な経済指標の１つにもなっている。
１３） ２００７年７月１３日、IEA は２００８年の世界石油需要について、２００７年比２.５％増の日量８,８２０バレル
になるとの予測を公表した。これを受け、同日ニューヨーク商業取引所（NYMEX）の原油先物
相場は、一時１バレル７４ドルまで再び上昇した。
１４） １９９３年に国連統計委員会が定めた国際基準「９３SNA」を指す。
１５）中村慎一郎『Excel で学ぶ産業連関分析』エコノミスト社、２０００年、１２４頁。
１６）石油代替で、最も注目されているのは、自動車用の代替燃料への転換である。自動車に使用さ
れているガソリン、軽油といった石油燃料以外の燃料である石油代替燃料を使用する自動車に
ついては、現在、CNG（圧縮天然ガス）自動車等が実用化されている。そのほかに、燃料電池、
DME（ジメチルエーテル）も実用に向け研究・開発が行われている。
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